
 

 

   第６回表彰式 報告書 
  

        防災検定
 

 

 

平成3１年3月24日 

一般財団法人防災教育推進協会 

 

 

 

ジュニア防災検定・防災検定は 

内閣府、文部科学省、国土交通省、消防庁、気象庁、全国連合小学校長会、全日本中学校長会 

日本私立小学校連合会、日本私立中学高等学校連合会、日本ＰＴＡ全国協議会 

          の後援を受けて実施しています。 



第６回ジュニア防災検定・防災検定表彰式を開催 
      ジュニア防災検定の家族防災特別賞、防災自由研究優秀賞、成績優秀賞の表彰 

         小中学生の代表による防災自由研究の発表。防災検定成績優秀賞の表彰 

                        特別賞の表彰 

自治体・学校の表彰 

 

                  主 催  一般財団法人防災教育推進協会 

                 日 時  平成3１年3月24日（日）13時～ 

                 会 場  ホテル東京ガーデンパレス「高千穂」 

                      

 文部科学省、国土交通省、気象庁、全日本中学校長会、全国連合小学校長会、ＮＰＯ法人日本防災士会、 

一般財団法人富士福祉事業団から来賓のご出席をいただき、第6回ジュニア防災検定・防災検定表彰式を開催

しました。   

会場には表彰を受ける児童・生徒さん、家族や学校関係者約４００人が参加して大変盛り上がった表彰式と

なりました。 

 山本順三防災担当大臣、柴山昌彦文部科学大臣、石井啓一国土交通大臣からのお祝いのメッセージを紹介。

山田宏防衛大臣政務官からの祝電も披露。文部科学省総合教育政策局安全教育推進室長の安彦広斉様に来賓を

代表してご挨拶を頂戴しました。 

  

       会場入口                 受付をする入賞者と保護者 

  

  会場ロビーでは表彰式開会前にＭＸモバイリング株式会社によるＶＲ消火器体験もありました。 



 

 

   

 主催者を代表して山岡耕春理事長による挨拶        会場内は熱気に満ち溢れていました 

 

 

 

                           来賓を代表して 

文部科学省 総合教育政策局 

男女共同参画共生社会学習・安全課  

安全教育推進室長 安彦広斉様のご挨拶 

伊藤和明副理事長による開会の挨拶 



 

  来賓出席者 

  文部科学省 総合教育政策局 男女共同参画共生社会学習・安全課 安全教育推進室長 安彦 広済 様 

  国土交通省 水管理・国土保全局 防災課 災害対策室 課長補佐 西村 浩一 様 

  気象庁 総務部企画課 防災企画室 地域防災対策支援調整官 羽田 純 様 

  全日本中学校長会 事務局長 松澤 宏尚 様 

  全国連合小学校長会 常務理事 広報部長 戸倉 務 様 

  ＮＰＯ法人日本防災士会 会長 浦野 修 様 

  一般財団法人富士福祉事業団 理事長 枝見 太朗 様  

 

 

 

会場入口でお配りした『３．１１ 私たちは、忘れない』のバッチについて、司会者から説明を行いました。 

 日本赤十字社は２０１１年の東日本大震災をきっかけに「まもるいのち ひろめるぼうさい」を全国に展開

しています。３．１１のことを忘れずに、周りのみんなと助け合いながら生き抜いていくにはどうすればよい

のか。自ら考え、正しく行動できる防災意識を育んでいく取り組みです。 

 私たち防災教育推進協会も、この取り組みのお手伝いを全国に展開しています。皆様もこの取り組みへのご

理解とご支援お願い申し上げます。 

日本赤十字社東京支部制作「私たちは忘れない。」を上映しました。 

～平成は平和だったか？ 私たちが知るべき事実～ 

バッチ 



                

 防災教育推進協会「特別賞」の表彰 

                  ヤフー株式会社 

   

特別賞を受賞し、コメントするヤフー株式会社執行役員 メディアカンパニー メディア統括本部長の片岡裕様 

                      【表彰理由】 

 東日本大震災の記憶の風化を防ぎ、災害への備えの重要性を啓発するため、スマートフォン用アプリ

「Yahoo! JAPAN」内にて、防災に必要な知識や能力を問う「全国統一防災模試」を昨年から期間限定で実

施する取り組みを高く評価し、その功績を「特別賞」として表彰しました。 

 

 

                 防災教育推進協会「特別賞」の表彰 

劇場版コード・ブルー –ドクターヘリ緊急救命- 

Ⓒ2018「劇場版コード・ブルー –ドクターヘリ緊急救命-」製作委員会 

   

特別賞を受賞し、コメントするフジテレビジョン編成局 映画事業センター 映画制作部の梶本圭様 

【表彰理由】 

2008年のドラマ1stシリーズから10年の時を経て、ついに映画化された「コード・ブルー–ドクターヘ

リ緊急救命-」は、災害・医療現場で活躍する人たちの姿を描き、命の尊さや災害の恐さを伝えることに寄与し

た映画として高く評価し、その功績を「特別賞」として表彰しました。 

 

 

 

 



   

   

自治体表彰を受賞した自治体の皆様 

                       【表彰理由】 

 ３ヵ年にわたってジュニア防災検定を実施し、日頃から、子どもたちの防災教育に熱心な自治体に感謝の意を込め

て、６自治体を表彰しました。 

  

自治体からの出席者 

      茨城県稲敷市教育委員会 教育長 山本 照夫 様 

東京都荒川区教育委員会 指導室長 瀬下 清 様 

岐阜県各務原市市長公室 防災対策室 主事 伊藤 秀史 様 

岡山県和気町立和気中学校 校長 森定 宏之 様 

              （順不同） 

           尚、公務の都合で、大阪府泉佐野市教育委員会と和歌山県海南市教育委員会は欠席。 

      



     

                 

     

学校表彰を受賞した土浦日本大学中等教育学校 

              学校を代表して情報処理室長の瀧聞久俊様がご出席 

                     【表彰理由】 

     3ヵ年にわたりジュニア防災検定を学校単位で団体受検し、日頃から、子どもたちの防災教育に熱

心な学校として表彰しました。 

 

 

 

 

 



                                     

       家族防災特別賞                    家族防災特別賞 

   

       家族防災特別賞                    家族防災特別賞 

 

   

       防災自由研究優秀賞                 防災自由研究優秀賞 

             

                    防災自由研究優秀賞 



           

                      成績優秀賞 

 

 

                                      

          

                     防災検定優秀賞 

                                          

                            

【ダブル受賞】 

家族防災特別賞・防災自由研究優秀賞 

家族防災特別賞・成績優秀賞 

防災自由研究優秀賞・成績優秀賞 



                         防災自由研究優秀賞の発表 

 

         

                 震災発生72時間生きぬくためのペットボトル活用法 

                ～ぼくの街 湾岸高層マンションエリアの場合～ 

東京都港区立港南小学校5年 北村健人君 

 

 

 

   

                平成３０年台風２１号の被害について 

                           和歌山県海南市大東小学校5年 田並祐花さん  

            

                        



   

           “もしもに備えて”自分用 帰宅支援マップづくり 

                                日本大学中学校1年 宮崎明莉さん 

 

 

 

 

                                 防災面で自立しよう！  

～災害が起きる前に知っておこう ハザードマップから考える～ 

                                                東京都国分寺市立第二学校1年 猪浦美雨さん 

                                          會田梨乃さん 

                                                                            2年 原 幸村君 

                                         濱倉実紗さん  

 



 

            

岩瀬正司副理事長による防災自由研究優秀賞の発表の講評と閉会の挨拶 

 

    

 

          

日本全国からご参加いただき、誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※第６回ジュニア防災検定・防災検定表彰式は東京文久堂、学研教育みらい、近代消防社、日本大学 

日本赤十字社の協賛・協力で開催しております。 

 



山岡耕春理事長の主催者挨拶 

本日は一般財団法人防災教育推進協会主催の第６回ジュニア防災検定及び防災検定の表彰式にご出席を賜り、

誠にありがとうございます。  

 ジュニア防災検定の取り組みは、今年の５月で７年目を迎えます。本日、来賓としてご出席いただいている

皆様、また学校、自治体の担当者の方々からいただきました日頃からのご協力に厚く感謝を申し上げます。加

えて、協賛・賛同していただいています企業・団体の皆様に、この場を借りてお礼を申し上げます。 

本日の表彰式には、家族防災特別賞、防災自由研究優秀賞、成績優秀賞、防災検定優秀賞に選ばれた児童・

生徒さんに出席をしていただいております。なお、２月、３月に検定テストを実施した学校もあり、合否の判

定が間に合わず、本日の表彰式にご案内できなかった児童・生徒さんがいます。加えて、遠方のために出席で

きなかった児童・生徒さんがいることも、あわせてご報告させていただきます。 

今年の表彰式では特別賞として「ヤフー株式会社」と「劇場版コード・ブルー ‐ドクターヘリ緊急救命-」

を表彰致します。表彰理由についてはお手元のパンフレットをご覧下さい。 

また、昨年に続き、今年も子供たちの防災力を高める取り組みを積極的に推進している自治体及び学校に対

して、感謝の意を込めて表彰することといたしました。 

さて、昨年も、自然災害の多い年でした。私にとっても思ってもみなかった災害がありました。９月４日、

台風２１号に襲われた関西空港は、浸水による電気系統の被害に加え連絡橋にタンカーが衝突したことによっ

て長期にわたって空港機能に大きな影響が出たことです。利用客約８０００人もの方々が空港に取り残され、

全員が空港島を脱出するのに一日以上も要しました。続く９月６日には北海道胆振東部地震が発生しました。

マグニチュードは６.７なので本来の被害は比較的狭い範囲にとどまっているはずだったのですが、連鎖的に停

電が発生し、北海道全域が停電するまで拡大しました。 

このように、高度に効率化された現代社会では、一つの自然災害が思わぬ影響を広げる可能性があることが、

まざまざと示されたのです。 

このような被害の拡大を防ぐのは、普段の私たちの想像力が非常に大事です。今、ここで地震が起きたらど

うするのか？ どこに逃げるのか、どのような準備が必要なのか。などを具体的に想像して、あらかじめ対策

をとっておくことです。 

私どもが取り組んでいますジュニア防災検定は、単なる丸暗記をして、記憶力や知識だけを問う検定ではあ

りません。子供たちの防災意識の定着を図るとともに、１人ひとりの子供たちが、自分の命は自分で守る力を

身に付け、将来、「助けられる人」から「助ける人」になることを目指す、子供の未来を考えた検定です。 

実際、ジュニア防災検定に合格した子供の中から、学校や、自分の住む地域で、積極的に防災について考え、

行動しようとする子供が育ってきているというお声を、保護者や学校関係者から伺っています。 

今年は中学生で高校卒業程度レベルである防災検定２級に合格し、成績優秀賞を受賞した生徒さんもいます。 

今まではジュニア防災検定の合格級の名称は初級合格、中級合格、上級合格でしたが、４月からは初級合格

を防災検定５級合格、中級合格を防災検定４級合格、上級合格を防災検定３級合格に変更することといたしま

した。この変更は過去の合格者にも適用されることになります。 

さらに、４月からは、高校の現場からの強い要望もあり、高校生在学レベルの防災検定準２級も始まり、受

けやすい体制を整えているところでございます。 

私どもは、当協会の活動を通じ、子供たちの防災意識を高め、日本の将来を担う人材育成にも寄与していけ

ればと思っております。 

最後になりますが、今後とも防災教育推進協会への暖かい応援をお願い申し上げまして、主催者としての挨

拶にさせていただきます。 



山本順三防災担当大臣からのメッセージ 
 

第６回ジュニア防災検定・防災検定表彰式の開催を心からお慶び申し上げます。

入賞された皆さん、入賞おめでとうございます。 

 

日本は世界的に見ても災害が多い国です。昨年は、大阪府北部地震、西日本豪

雨、関西地方を中心に大きな被害が出た台風第２１号、北海道胆振東部地震と、

災害が続いた一年でした。 

 

一方、多くの方が津波の犠牲となった東日本大震災からもうすぐ８年が経つな

か、一部には震災の「風化」が懸念されています。 

しかし、被災地はいまだ復興の途上にあり、震災の爪痕がいたるところに残っ

ています。 

 

災害に備え、「自分の命は自分で守る」ことができるよう、ご家族や学校の先

生方、お友達、近所の方々と一緒に、正しい知識を学び、危ないと思ったらすぐ

に避難することが大事です。 

 

また、実際に災害があった時には、いろいろなことを考えてリーダーシップを

発揮できる、そんな人になって頂きたいと思います。 

 

入賞された皆さんにおかれては、ご家庭や学校、あるいはそれぞれの地域で、

これからも防災について考えていただき、日本の防災の将来を担う人材として、

学校生活や勉強にも一生懸命に頑張っていただくことを期待しています。 

 

最後になりますが、本日の表彰式にご出席の皆様方の今後ますますのご健康と

ご多幸をご祈念申し上げて、メッセージとさせていただきます。 

 

                           平成３１年３月２４日 

                        防災担当大臣  山本 順三 

 

 

 

 

 

 

 



柴山昌彦文部科学大臣からのメッセージ 
 

一般財団法人防災教育推進協会主催の第６回ジュニア防災検定・防災検定表彰

式の開催を心からお喜び申し上げます。また、入賞された皆さんおめでとうござ

います。 

 

近年、災害経験が少なかった地域でも気候変動に伴う極端な大雨や台風の大型

化による災害が発生しています。さらに、今後、首都直下地震や南海トラフ巨大

地震などの発生も懸念されており、防災教育の充実が一段と叫ばれています。 

 

ジュニア防災検定は筆記試験だけではなく、家族で災害や防災について話し合

い、その内容や家族で取り組んだことをまとめる「家族防災会議レポート」や、

個人やグループで防災に関する自由研究に取り組む「防災自由研究」を通して防

災を学ぶことができる検定です。これは、文部科学省が推進している、いかなる

状況下でも自らの命を守り抜くとともに、安全で安心な生活や社会を実現するた

めに主体的に行動する態度を育成する防災教育にも寄与するものだと考えてお

ります。 

 

入賞された皆さんにおかれては、ジュニア防災検定の受検を機に防災意識を高

めていただき、地域の防災を牽引する人材として活躍されることを期待していま

す。 

 

最後になりますが、今後ますますの防災教育推進協会の発展と、本日の表彰式

に御出席された児童生徒、そして御家族や関係者の御健康と御多幸を御祈念申し

上げて、メッセージとさせていただきます。 

 

                               平成３１年３月２４日 

                             文部科学大臣 柴山 昌彦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



石井啓一国土交通大臣からのメッセージ 
 

第６回ジュニア防災検定・防災検定表彰式の開催を心からお慶び申し上げます。

また、本日、表彰を受けられる皆さん、入賞おめでとうございます。 

 

東日本大震災の発生から８年が経ちました。昨年も、平成３０年７月豪雨、台

風第２１号や平成３０年北海道胆振東部地震など各地で大きな自然災害が発生

しました。 

 

国土交通省では、災害リスクに関する知識と心構えを社会全体で共有し、あら

ゆる自然災害に備える「防災意識社会」の構築を進めており、このジュニア防災

検定・防災検定を通し、皆さんのように若い方々から家庭、そして地域へと防災

に関する取組が広がっていくことは、とても重要なことだと考えています。 

 

皆さんには、大きな被害が心配される南海トラフ巨大地震・首都直下地震など

の大地震や、各地で頻発している集中豪雨などの大規模災害に備え、被害を最小

限に抑えるために、身に付けた防災力を大いに発揮されること、また、経験を積

み、大人になって地域の防災を支えるリーダーになられることを期待しています。 

 

最後になりますが、本日の表彰式にご出席の皆様方のますますのご活躍を心よ

り祈念申し上げて、メッセージとさせていただきます。 

 

 

平成３１年３月２４日 

国土交通大臣 石井 啓一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


